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る。御間城入彦政権の誕生を 3 世紀末と比定し、畿内初期古墳の発生時期を 3 世紀前半に遡ると考






















らは、幅 8m 以上、深さ 1.4m 以上の溝跡が昭和 53 年の奈良県立橿原考古学研究所の調査で発見さ
れている。底面の土の堆積から、澱んだ水路ではなく南北の河川と繋がっていた可能性が高く、土





































































































































西晋が統一したが、西晋も 316 年に滅び、以後 1 世紀余にわたる五胡十六国の動乱時代（304 ～
439 年）に入った。朝鮮半島では、魏の滅亡により北方の高句麗が台頭、4 世紀に入ると、鮮卑族
の侵入によって西晋が動揺する間隙をついて、330 年頃楽浪・帯方両郡を支配下に収めた。朝鮮半
島の南部では、3 世紀には馬韓 , 弁韓 , 辰韓という小国の連合が形成されたが ,4 世紀になると馬韓
から百済（4C ～ 660 年）, 辰韓から新羅（4C ～ 935 年）が興り、それぞれ国家を形成した。弁韓









































400 年新羅に兵を進める。そして新羅城を占拠していた倭国軍を 5 万の高句麗軍が打ち破り、高句
麗軍は退却する倭国軍を任那加羅（朝鮮半島の南端、現在の釜山市のあたり）まで追撃しこれを潰















































































































































まも神職 1 人が 10 日交代で常駐するのみ。特別な場合をのぞき沖ノ島への一般の上陸は許されて
いない 17）。
沖ノ島は古くから周辺の海民や航海者の信仰の場となっていたが、4 世紀後半以降は、畿内の大
和王権の直接祭祀を受けていたことが戦後の調査で分かった。沖の島の第 1 次発掘調査が 1954 年
に行われ、その後、1971 年までの 18 年、3 次、10 回に及ぶ学術調査で、島の中腹に 4 世紀後半か
ら九世紀までの祭祀遺跡 23 ヵ所が確認され、大古墳の副葬品に匹敵する 70 枚以上の青銅鏡や銅剣、
玉などが発掘された。そして、祭祀の形式が、①巨岩上の祭祀（4 世紀後半～ 5 世紀）→②岩陰で
の祭祀（5 世紀後半～ 7 世紀）→③半岩陰・半露天での祭祀（7 世紀後半～ 8 世紀前半）→④露天で















































































































した英霊を合祀し、戦艦大和が沈没した 4 月 7 日には慰霊祭が行われている 23）。













































の海人集団をその支配下に治めていた 25）。水軍や造船と深い関わりを持っていた紀氏は 4 世紀半
ば以降、大和王権が朝鮮半島に積極的に進出するようになったことに伴い、その存在感を高めてい
った。船の建造・調達や朝鮮半島に大量の兵員・物資を送り込むためには、海人や造船の地を掌握
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よる律令制定を命ずる詔の発令（681 年）を受け 701 年に完成した大宝律令によるものと考えられ
るが、神郡の文献初見は、『日本書紀』の持統天皇 6 年（692 年）なので、神郡の制定は天武天皇（686

















幅 19cm、高さ 39cm）で、5 世紀初頭築造の男狭穂塚・女狭穂塚古墳の陪塚（170 号墳）から大正
時代初期に出土した。これも壁画と同様に、両端が高くせり上がったゴンドラの形態をしている。
舷の上縁に左右 6 対の突起が並列しているのは、櫂の支点と考えられ、この頃からオールを用いる
ようになったことが窺える 31）。1988 年には大阪市平野区長吉長原の高廻り 2 号墳（5 世紀前半）
の周濠から、大型の船型埴輪（全長 128.5cm、幅 26.5cm、高さ 36cm）が出土した。埴輪の全体比
率から実物大の船を想定すると、全長約 15m、幅約 3m、20 ～ 30 トンクラスの船で、数十人を乗
せて外洋の航海が可能であったと思われる。
2000 年には、さらに巨大な船型埴輪が三重県松坂市の宝塚 1 号墳（5 世紀初頭の前方後円墳）で









応神 5 年 10 月、伊豆国に命じて長さ十丈の船を建造させ、警戒に走るので枯野と名付けたこと、
西川：海民の日本史 3 109
また応神 31（400）年秋には、枯野が朽ちたため、新たに諸国から 500 隻の船が献上されたという
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［注釈］



























6）関裕二『神武東征の謎』（PHP 研究所、2003 年）185 ～ 189､ 194 頁。
7）吉田晶『七支刀の謎を解く』（新日本出版社、2001 年）等参照。






















学館、1991 年）188 ～ 190、192 ～ 3 頁。
12）海部は漁業と航海技術をもって奉仕した部で、海人部とも記す。記紀ともに応神天皇の時代に設定されたと
する。遠海・越前以西に分布し、特に紀伊・淡路・阿波・吉備の海部は著名。


























































25）4 世紀後半から 6 世紀にかけての古墳で、阿蘇山系の凝灰岩を用いた石棺が四国の北岸を中心に河内、山城、
紀伊にまで広がっているが、その分布が紀氏の勢力圏と重複することから、石材の運搬に紀氏が関わっていた
ことが推察される。武光誠『大和朝廷は古代の水軍がつくった』（JICC 出版局 ,1992 年）20 頁。







難波から児島を経て那の津に至る航路を整備している。武光誠『蘇我氏の古代史』（平凡社、2008 年）59 ～ 61 頁。
30）平林章仁『謎の古代豪族葛城氏』（祥伝社、2013 年） 96 ～ 117 頁。
西川：海民の日本史 3 113
31）大林太良編『船』（社会思想社、1975 年）67 ～ 9 頁。
32）安田喜憲『古代日本のルーツと長江文明の謎』（青春出版、2003 年）160 頁。長江文明圏では鳥を神霊の乗り
物とみなし信仰の対象とされていたことは、梅原猛他『長江文明の曙』（角川書店、2000 年）、梅原猛・安田喜
憲『長江文明の探求』（新思索社、2004 年）等参照。
